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も
く 
じ

あ
さ
ひ
む
ら  

朝日村議会議長

北村 直樹

議
会
新
体
制
へ

４
月
に
こ
の
先
４
年
間
、
村
の
舵
取
り
を
任
さ
れ

る
メ
ン
バ
ー
を
選
ぶ
重
要
な
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
議
会
で
は
、
残
念
な
が
ら
﹁
無
投
票
﹂
の
選

挙
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
が
２
点
あ

り
、１
点
目
は
₆0
歳
以
下
の
議
員
が
半
数
。そ
し
て
、

２
点
目
は
女
性
議
員
の
割
合
が
半
数
と
な
っ
た
こ
と

で
す
。
特
に
女
性
議
員
の
割
合
は
全
国
町
村
の
中
で

は
第
２
位
。
連
日
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

そ
の
関
心
度
は
非
常
に
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
女

性
の
社
会
的
活
躍
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
幅
広
い
年

齢
層
で
政
治
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
も
の
と
捉

え
、
よ
り
広
く
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。さ

て
そ
ん
な
議
会
構
成
の
中
、こ
の
た
び
、再
度
、

朝
日
村
議
会
議
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

２
年
間
の
議
長
経
験
を
活
か
し
、議
会
を
ま
と
め
、

行
政
と
と
も
に
村
民
の
た
め
の
施
策
を
実
行
し
て
い

く
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
一
人
一
人
が
各
々
の
感
性
を
活
か
し

創
意
工
夫
と
努
力
を
積
み
重
ね
執
行
機
関
と
議
論
を

重
ね
て
参
り
ま
す
。

村
の
テ
ー
マ
﹁
人
・
自
然
・
産
業
が
輝
き
、
夢
・

希
望
・
笑
顔
あ
ふ
れ
る
朝
日
村
づ
く
り
﹂
の
た
め
に

議
会
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
方
に
は
温
か
い
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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あさひむら　議会だより ₂

議会新体制へ
村議会選挙３期連続無投票 !!
４月1₈日（火）に告示された統一地方選挙、朝日村議会議員選挙は定数10名に対し
現職５人、新人５人が立候補し無投票で当選が決まりました。３期連続の無投票とな
り議員のなりて不足の課題が回避できず残念であり課題が残ります。今後４年間の議
員活動を通して、次回の選挙には多くの立候補者が出るよう「議会だより」でも村民の皆さんに寄り添えるよう
な議会報告をしていきます。

村議会初の女性議員が半数を占める
５月10日（水）に初議会が開かれ議会構成等が決まりました。
半分が新たな顔ぶれとなり、男性５人、女性５人で女性は改選
前の２人から５人に増え、県内市町村で定数の半分が女性議員は
ないようで、世間でも朝日村議会が注目されています。
初議会ではその他、専決された補正予算３件・条例改正２件、
工事請負契約の締結１件（小学校普通教室棟改修工事）を可決、
監査委員の選任及び教育委員の任命について同意しました。

監査委員・
教育委員の同意 監査委員　中村牧夫　羽多野美映 教育委員　横山潤子　清沢喜代登　中村八重美

議会構成及び関係委員会役職
議会構成
正副議長　任期申合せ２年 議　長：北村直樹　副議長：小林弘之

総務産業委員会　５名／任期２年 委員長：齊藤正法　副委員長：豊田惠美子
委　員：古池美佐江　清沢敬子　北村直樹

社会文教委員会　５名／任期２年 委員長：中村文映　副委員長：清澤あゆみ
委　員：羽多野美映　小林弘之　清沢正毅

議会運営委員会　４名／任期２年 委員長：清沢正毅　副委員長：中村文映
委　員：齊藤正法　小林弘之

監査委員　１名／任期４年 羽多野美映
広域連合及び一部事務組合
松本広域連合議会　１名 議　員：北村直樹
松塩地区広域施設組合議会議員　２名 議　員：北村直樹　中村文映

松本市・山形村・朝日村中学校組合議会議員　６名 議　員：中村文映　清澤あゆみ　羽多野美映
議　員：小林弘之　清沢正毅　北村直樹

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会　１名 議　員：小林弘之
他の委員会

議員だより編集委員会　５名
発行責任者：北村直樹
委員長：小林弘之　副委員長：羽多野美映
委　員：中村文映　清澤あゆみ　清沢正毅

デジタル化検討委員会　５名 委員長：羽多野美映　副委員長：清沢敬子
委　員：齊藤正法　豊田惠美子　清澤あゆみ　　

初議会



あさひむら　議会だより₃

６月
定例会
6/6 ～16６月の定例会は６日から1₆日までの11日間開催されました。

初日冒頭で、小林村長は「福祉と融和にあふれ、明るく・楽
しく・静かに暮らせる朝日村を創る」とし、コロナも第５類に
分類された今、もう一度原点に戻り、希薄となった人と人のつ
ながりを取り戻すため、融和をキーワードに追加し、対話活動
からスタートを切るとする所信表明がありました。
融和とは【人と人が話し合って、打ち解け合って、仲良くなる】
６月1₆日の本会議には一般会計補正予算「緑の体験館コテー

ジ虫対策」について豊田惠美子議員と清沢敬子議員が質疑を行った。豊田議員は工事方法や殺虫剤の人体への影
響について、清沢敬子議員は指定管理者の対応について質問し、村からはこの工事は事前の調査に基づき行うも
ので指定管理者とも適切な対応を行ってきたとの回答があった。表決の結果、村から提出された議案を全て全会
一致で可決した。
・補正予算…５件
　一般会計・特別会計補正予算等（介護・水道・下水道）

・条例…４件
　防災広場条例の制定、条例改正３件

・そ の 他…１件
　工事請負契約の締結（トレセン長寿命化事業屋根改修工事）

・発議…１件
　介護保険制度の改善を求める意見書

令和５年度の当初予算は、４月の村長選挙のため、骨格予算編成としていたため、今回、肉付け予算が計上さ
れました。主な内容については下記のとおりです。

公共施設ゼロカーボン推進計画策定業務　₁,₀₀8万円
朝日村2050ゼロカーボンビジョン策定委託料。環境省、地域脱炭素実現に向けた再エネの最大限導入のための
計画づくり支援事業を活用

公共施設等適正管理推進事業　１億6₀₀万円
個別施設計画に基づく道路舗装修繕事業（針尾幹２号線ほか10路線）

農業者支援補助事業（農業用機械購入補助）₂₀₀万円
10万円以上の農業用機械等の購入補助。農業ビジョンの推進を図る。

子ども居場所づくり事業　₁₀₀万円
こども食堂実施にあたっての委託料

その他　一般会計補正予算主なもの
・指定避難所Wi︲Fi 設備整備工事� 200万円
・�公共交通キャッシュレス
決裁システム導入事業� ₃₉₃万円

・野菜価格安定基金積立金補助金� 250万円

［新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業］
・村民生活応援券配布事業� 1,₄5₈万円
・住民税非課税世帯給付金� ₈₃0万円
・子育て世帯給付金� ₉₄₈万円
・貨物運送事業者に対する給付金� 5₃0万円

骨格予算から肉付けとなる一般会計補正予算議決
２億7,780万円追加

令和５年度
一般会計予算

 総額36億3,120万円

大
尾
沢
浄
水
場

建
設
工
事
・
北
村
工
区

の
視
察
か
ら

６
月
議
会

最
終
日
に
、

建
設
中
の
大

尾
沢
浄
水
場

建
設
地
と
北

村
工
区
の
行

政
視
察
を

行
っ
た
。

浄
水
場
建

設
現
場
で
は

大
き
な
ク
レ
ー
ン
車
が
入
り
、浄

水
棟
の
建
設
が
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
た
。現
在
使
用
し
て
い
る
自

然
ろ
過
方
式
で
は
塩
素
に
対
し
て

極
め
て
抵
抗
性
の
強
い
病
原
生
物

︵
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
︶等
を

取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

新
し
い
浄
水
場
で
は
膜
ろ
過
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、よ
り
安
全
な

飲
み
水
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
の
説
明
を
受
け
た
。２
年
前

か
ら
減
っ
て
い
る
源
水
も
見
せ
て

も
ら
い
、こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い

水
が
飲
め
る
村
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
た
。

ほ
場
整
備
の
北
村
工
区
の
工
事

も
進
み
、
県
道
拡
幅
の
た
め
の
杭

も
確
認
で
き
た
。
来
春
に
は
農
業

が
再
開
さ
れ
緑
あ
ふ
れ
る
風
景
が

見
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
で
あ
る
。

 

︵
古
池
美
佐
江
︶

建設中の浄水棟



あさひむら　議会だより ₄

村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

▲こちらから
動画でご覧

いただけます。

ここが聞きたい　９議員20項目

齊藤 正法 議員

齊藤 正法　議員（4ページ）
１ 朝日村農業ビジョンについて
２ 地域計画の策定について

中村 文映　議員（5ページ）
１  村長の政治姿勢及び村政経営に
ついて

羽多野 美映　議員（5ページ）
１  子供たちを守る通学路の安全対策
２  あさひ保育園ＩＣＴ化計画の進
捗と今後の方向性

豊田 惠美子　議員（6ページ）
１ 小林村長の所信を問う
２ 通学路・歩道の整備について
３  マレットゴルフ場の利活用について

清澤 あゆみ　議員（6ページ）
１  こども基本法と子どもの意見の
反映について

２  商工業の跡継ぎ支援、起業支援
について

古池 美佐江　議員（7ページ）
１ 朝日村第６次総合計画について
２  空き家対策について
３ 教育について

小林 弘之　議員（7ページ）
１  統一地方選挙、村長選を振り返って
２ 消防団活動について

清沢 正毅　議員（8ページ）
１  ２期目の村長公約「福祉と融和
の朝日村」の「融和」の取組に
ついて

２  役場職員体制と今後の要員計画
について

清沢 敬子　議員（8ページ）
１ 村民との対話活動について
２  旧庁舎跡地に設置される小野沢防
災広場、災害時の使用について

３  遊休農地の管理および発生防止
と有効活用について

朝
日
村
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
状
況
は
ど
う

か
。

産
業
振
興
課
長　
新
規
就
農
者
支
援
対
策

を
令
和
５
年
度
か
ら
前
倒
し
で
実
施
す
る
。

長
野
県
の
里
親
制
度
を
活
用
し
村
内
農
家

に
里
親
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
周
知

と
補
助
制
度
で
促
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
業
用
機
械
の
購
入
補
助
制
度
を

実
施
し
、
農
業
に
特
化
し
た
お
試
し
住
宅

に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

農
業
用
機
械
施
設
の
共
同
利
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
今
後
農
家
と
話
を
し
て
い

く
。

一
部
前
倒
し
を
含
め
農
業
者
等
の
意
見
を

十
分
確
認
し
な
が
ら
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

地
域
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

問　
地
域
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う

か
。

産
業
振
興
課
長　
農
地
が
利
用
さ
れ
や
す

く
な
る
よ
う
農
地
の
集
約
化
を
加
速
す
る

た
め
、
10
年
後
、
誰
が
農
地
を
使
っ
て
農

業
を
行
う
の
か
１
筆
ご
と
取
り
ま
と
め
る
。

村
内
の
農
地
を
10
地
区
に
分
け
推
進
し
て

い
く
。

今
後
は
、
８
月
か
ら
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
1₂
月
頃
に
地
区
の
農
業
者
と
話

し
合
い
を
実
施
す
る
予
定

問　
農
業
振
興
地
域
外
の
農
用
地
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
山
際
の
農
地
や
住
宅
付
近
の

農
地
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
地

区
・
村
・
Ｊ
Ａ
で
相
談
し
な
が
ら
１
筆
ご

と
決
め
て
い
く
。

地
域
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答　
８
月
か
ら
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
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羽多野 美映 議員

ど
う
す
る
？

通
学
路
の
安
全
対
策

答　
「
ス
ピ
ー
ド
抑
制
対
策
」
要
望
と
し
て
あ
げ
て
い
く

問　
村
長
の
１
期
４
年
間
の
村
政
運
営
を

振
り
返
っ
て
、ど
の
よ
う
な『
自
己
評
価
』

を
さ
れ
て
い
る
か
。ま
た
、公
約
達
成
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長　
高
め
の
目
標
を
立
て
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、68
％
に
着
手
で
き
た
。で
き
な
か
っ
た

公
約
は
見
直
し
変
更
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

問　
村
長
が
考
え
る
村
の『
長
期
的
課
題
』

は
何
か
。

村
長　
今
や
っ
て
い
る
施
策
は
30
年
先
に

続
く
と
考
え
て
い
る
。
人
口
問
題
他
、
農

業
、
教
育
、
高
齢
者
、
商
工
問
題
な
ど
あ

る
が
、
後
期
総
合
計
画
を
見
直
し
す
る
中

で
意
識
し
な
が
ら
計
画
を
立
て
て
い
く
。

問　
村
長
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
融
和
』
実
現

の
た
め
、
若
手
職
員
が
村
を
知
る
た
め
村

内
に
出
か
け
る
施
策
及
び
職
員
の
地
区
担

当
制
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　
こ
こ
数
年
で
採
用
し
た
新
入
職
員

で
村
出
身
者
は
１
名
、
村
を
知
ら
な
い
人

た
ち
が
働
い
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
取
り

組
み
た
い
。
ま
た
、
地
区
担
当
制
も
研
究

し
可
能
な
ら
ば
や
っ
て
い
く
。

問　
村
在
住
の
職
員
の
割
合
は
、
ま
た
、

長
期
的
視
点
で
村
内
出
身
者
を
採
用
し
て

ほ
し
い
が
。

総
務
課
長　
村
在
住
者
４
割
、
村
外
在
住

者
６
割
だ
。

村
長　
時
代
が
変
わ
っ
て
村
内
出
身
者
が

な
か
な
か
応
募
し
て
く
れ
な
い
。
村
内
出

身
者
が
村
に
勤
め
て
も
ら
え
ば
本
当
に
い

い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
問＊

題
区
間
は
、
減
速
せ
ず
侵
入
す
る

車
両
が
多
い
。
ゾ
ー
ン
30
、
減
速
帯
設
置

な
ど
ス
ピ
ー
ド
抑
制
の
た
め
の
手
立
て
を

講
じ
る
べ
き
で
は
？

側
道
や
脇
道
の
利

用
は
可
能
か
？

建
設
環
境
課
長　

ゾ
ー
ン
30
設
置
基
準

は
、
脇
道
で
あ
る
た
め
対
象
外
（
松
本

建
設
事
務
所
回
答
）。
減
速
帯
の
設
置
と

合
わ
せ
要
望
す
る
。
バ
イ
パ
ス
か
ら
問
題

区
間
ま
で
の
歩
道
設
置
は
測
量
の
段
階
に

入
っ
た
。
目
に
見
え
る
形
で
計
画
し
て
い

る
の
で
、具
体
的
に
な
っ
た
ら
報
告
す
る
。

側
道
、
西
洗
馬
７
号
線
と
も
に
安
全
上
問

題
が
多
く
適
さ
な
い
。

村
長　
要
望
活
動
を
繰
り
返
し
行
う
が
、

で
き
る
こ
と
を
検
討
し
強
く
進
め
て
い
く
。

保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
事
業
の
進
捗
と

今
後
の
展
望
は

保
育
園
長　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
保

護
者
と
の
情
報
共
有
の
速
度
、
質
、
量
が

向
上
し
た
。
職
員
間
で
も
園
児
一
人
一
人

の
様
子
を
園
全
体
で
把
握
し
、
ど
の
職
員

も
確
認
で
き
る
状
況
に
な
っ
た
。
導
入
前

に
比
べ
職
員
間
、
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
た
。

業
務
時
間
短
縮
で
得
ら
れ
た
時
間
を
、

「
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
合
っ
た
よ
り

深
い
体
験
を
す
る
」
こ
と
に
充
て
る
よ
う

取
り
組
む
。

中村 文映 議員

1
期
４
年
と
、

今
後
の
村
政
運
営
は

答　
68
％
着
手
、
自
分
と
し
て
は
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

策定された計画やビジョン

＊�

県
道
土
合
松
本
線
と
県
道
御
馬
越
塩
尻
停
車
場
線

の
合
流
地
点
か
ら
本
郷
地
区
の
区
間
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清澤あゆみ 議員

子
ど
も
の
意
見
の
反
映
に
つ
い
て

答　
若
者
の
参
画
拡
充
を
は
か
り
積
極
的
に
意
見
を
聞
く

豊田 惠美子 議員

役
場
窓
口
の
対
応
を
丁
寧
に
！

答　

�

分
か
り
や
す
い
案
内
掲
示
に
変
え
、

相
談
室
を
村
民
と
の
対
応
に
使
う

問　
村
民
の
意
向
・
人
権
の
尊
重
、
具
体

的
な
役
場
窓
口
で
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

村
長　
基
本
的
な
考
え
は
住
民
目
線
村
民

目
線
だ
。
人
権
に
対
す
る
優
先
順
位
は
高

い
。特
に
子
ど
も
た
ち
に
配
慮
し
て
い
る
。

副
村
長　
大
き
く
分
か
り
や
す
い
案
内
掲

示
の
設
置
、
各
課
の
案
内
を
見
え
や
す
い

位
置
へ
準
備
中
で
あ
る
。
相
談
室
を
村
民

と
の
対
応
室
と
し
て
常
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
本

人
と
面
談
を
行
い
、
意
向
を
確
認
後
、
説

明
・
案
内
・
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
る
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

村
が
す
ぐ
で
き
る
こ
と
は

問　
土
合
・
本
郷
の
通
学
路
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
、
村
が
、【
子
供
飛
び
出
し
注

意
・
通
学
路
】
の
看
板
の
設
置
は
で
き
る

か
。

村
長　

看
板
設
置
は
検
討
で
き
る
。
ス

ピ
ー
ド
抑
制
は
モ
ラ
ル
の
問
題
だ
が
、
対

応
を
考
え
て
み
る
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
今
年
５
月
の
利
用
は
計
１
０
７
名
ほ

ぼ
毎
日
利
用
が
あ
る
。
観
光
資
源
の
視
点

だ
け
で
な
く
、
自
然
体
験
教
育
体
験
、
森

林
浴
等
村
民
保
養
の
場
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
・
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
場
、
子
ど
も
と
お
年

寄
り
の
交
流
の
場
等
の
利
活
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　
維
持
費
が
高
額
で
、
水

道
水
を
上
げ
る
ポ
ン
プ
の
更
新
に
５
百
万

円
か
か
り
、
設
備
投
資
等
に
見
合
う
効
果

が
薄
い
。
自
然
教
育
体
験
は
ス
キ
ー
場

キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
。
地
権
者
・
住
民
・

議
会
等
で
協
議
を
行
い
検
討
し
て
い
く
。

問　
子
ど
も
に
関
す
る
政
策
に
、
子
ど
も

の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
こ
ど
も
基
本
法
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も

の
意
見
を
尊
重
し
、
意
見
を
言
う
機
会
を

積
極
的
に
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
、
施
策
の
策
定
に
限
ら
ず
、
子
ど

も
や
若
者
、
子
育
て
中
の
人
か
ら
広
く
意

見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
予
定
は
あ
る

か
？

教
育
長　
来
年
度
策
定
の
第
３
期
子
ど
も

子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
、
子
ど
も
や
若

者
、
子
育
て
中
の
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。

中
学
生
の
力
は
大
き
い
と
考
え
る
の
で
、

公
民
館
事
業
等
に
中
学
生
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
い
き
た
い
。

小
学
生
に
も
先
生
方
と
と
も
に
朝
日
村
を

知
る
、
考
え
る
時
間
を
持
ち
、
声
を
寄
せ

て
欲
し
い
。

商
工
業
の
跡
継
ぎ
支
援
、
起
業
支
援

に
つ
い
て

問　
昨
年
の
商
工
業
者
と
行
政
と
の
懇
談

の
際
に
、
事
業
継
承
し
て
跡
を
継
い
で
い

る
、
起
業
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人
に
支
援

を
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。

産
業
振
興
課
長　
商
工
業
事
業
継
続
の
た

め
、
経
営
を
譲
り
受
け
営
む
者
へ
の
助
成

と
し
て
、
1
申
請
に
つ
き
30
万
円
の
支
援

を
持
続
的
に
行
う
。

起
業
支
援
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携

し
国
の
補
助
事
業
、
村
の
商
工
振
興
条
例

の
範
囲
の
中
で
支
援
し
て
い
く
。

マレットゴルフ場東屋

中学生と村の交流「地域お助け講座」



あさひむら　議会だより7

小林 弘之 議員

小
林
村
長
公
約
の
取
組
み
方
は
？

答　
住
宅
政
策
と
医
療
体
制
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ

古池 美佐江 議員

空
き
家
対
策
に
発
想
の
転
換
を

答　

�

各
自
治
体
の
空
き
家
政
策
を
参
考
に
し
、
庁
内
の
関
係
課
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
空
き
家
の
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
今
あ
る
空
き
家
の
敷
地
を
新
し
い
宅

地
と
し
て
活
用
出
来
な
い
か

村
長　
空
き
家
の
売
買
の
仲
介
と
マ
ッ
チ

ン
グ
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。
し
か
し
、
住
宅
地
の
造
成
事
業
の
継

続
は
こ
れ
か
ら
の
朝
日
村
の
持
続
可
能
な

一
歩
と
考
え
必
要
で
あ
る
。

企
画
財
政
課
長　
多
く
の
若
い
世
代
は
、

既
に
形
成
さ
れ
て
い
る
集
落
に
入
っ
て
い

く
こ
と
に
た
め
ら
い
を
感
じ
る
の
で
新
し

い
造
成
地
は
必
要
で
あ
る
。

教
育
に
つ
い
て

問　
村
独
自
の
教
員
配
置
は
で
き
な
い
か

教
育
長　
村
独
自
の
対
応
は
可
能
で
あ
る

が
、
現
在
の
朝
日
小
学
校
で
は
、
支
援
員

の
先
生
の
配
置
で
の
対
応
が
最
善
だ
と
考

え
て
い
る
。

問　
不
登
校
傾
向
の
児
童
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
居
場
所
が
校
内
に
足
り
な
い
。
ま

た
、
こ
う
し
た
児
童
に
対
応
し
て
く
れ
る

先
生
が
常
時
い
ら
れ
な
い
と
聞
い
て
い
る

が
ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

教
育
長　
今
は
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
使
用
し

て
い
る
。

校
舎
の
改
修
時
に
不
登
校
児
童
の
た
め

の
教
室
を
整
備
し
た
い
。
適
応
支
援
員
は

週
に
２
～
３
日
程
度
小
学
校
に
入
る
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
今
後
は
時
間
帯
を
決
め

て
毎
日
小
学
校
に
入
る
よ
う
に
考
え
て
い

き
た
い
。

問　
小
林
村
長
は
、
今
回
の
村
長
選
で
村

民
が
何
を
重
視
し
て
投
票
さ
れ
た
か
と
思

い
ま
す
か
？

村
長　
「
一
期
目
だ
け
じ
ゃ
だ
め
せ
」
と

い
う
言
葉
が
私
に
は
追
い
風
に
な
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
仕
事
が
完
成
し
て
な
い
残
り
又

は
全
部
の
仕
事
が
完
成
す
る
ま
で
や
り
な

さ
い
と
捉
え
て
い
る
。
一
番
は
分
か
り
易

い
政
策
を
と
っ
て
来
た
こ
と
、
ま
た
私
の

心
情
で
も
あ
る
有
言
実
行
・
ス
ピ
ー
ド
を

も
っ
て
物
事
に
当
る
色
々
な
施
策
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
打
っ
た
こ
と
が
評
価
を
頂
い
た

か
と
思
っ
て
い
る
。

問　
ま
だ
ま
だ
や
る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
る

と
し
九
つ
の
公
約
、
様
々
な
政
策
を
打
ち

出
し
て
い
ま
す
が
重
点
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
政
策
ど
ん
な
点
な
の
か
？

村
長　
最
初
は
住
宅
問
題
こ
れ
を
皆
さ
ん

で
御
協
力
、
御
理
解
を
い
た
だ
い
て
目
処

付
け
を
す
る
。
無
医
村
に
し
な
い
た
め
の

医
療
体
制
づ
く
り
、
こ
の
二
つ
が
ま
ず
は

ス
タ
ー
ト
す
る
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
っ

て
い
る
。

問　
人
口
減
少
対
策
で
移
住
定
住
策
住
宅

団
地
の
開
発
も
い
い
が
、
も
う
一
つ
施
策

と
し
て
「
村
営
墓
地
・
霊
園
」
を
合
わ
せ

て
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考

え
る
が
い
か
が
で
す
か
？

村
長　

さ
ん
ざ
ん
考
え
て
き
て
い
る
が

「
い
い
場
所
が
無
い
」
そ
れ
が
一
番
の
理

由
で
足
踏
み
を
し
て
い
る
今
、
正
直
行
き

詰
っ
て
お
り
ま
す
の
で
何
か
い
い
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
提
案
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

村内の墓地
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清沢 正毅 議員

村
長
公
約
「
融
和
」
の
取
組
と
は
？

答　

�

融
和
の
原
点
は
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
交
流
で
あ
る
、
行
政
と
し
て
人
が
集
う

場
面
づ
く
り
仕
掛
け
づ
く
り
に
主
眼
を
お
い
て
、
融
和
づ
く
り
に
取
り
組
む

問　
村
長
が
描
い
て
い
る
融
和
で
強
い
村

と
は
ど
ん
な
状
態
を
考
え
て
い
る
の
か
？

村
長　
現
時
点
で
は
尺
度
は
持
っ
て
い
な

い
が
、
村
内
外
の
方
々
か
ら
朝
日
村
っ
て

明
る
く
て
元
気
な
村
だ
ね
！
と
言
う
言
葉

が
多
く
聞
こ
え
て
く
る
村
づ
く
り
だ
。

問　
協
働
の
村
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
対
応
、
地
区
未
加
入
者
問

題
等
重
要
課
題
も
融
和
実
現
に
は
欠
か
せ

な
い
が
ど
う
お
考
え
か
？

村
長　
同
様
に
こ
う
し
た
重
要
課
題
は
融

和
で
強
い
村
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
行
く
。

問　
集
落
支
援
員
の
活
動
と
今
後
の
協
働

の
村
づ
く
り
へ
の
取
組
は
？

企
画
財
政
課
長　
地
区
活
動
状
況
の
実
態

調
査
、地
区
加
入
条
件
の
見
直
し
づ
く
り
、

団
体
間
交
流
の
活
性
化
事
業
等
継
続
し
て

取
組
む
。
ま
た
、
地
域
へ
の
集
落
支
援
員

の
関
わ
り
方
の
検
討
も
並
行
し
て
進
め
る
。

役
場
職
員
体
制
と
今
後
の
要
員
計
画

に
つ
い
て

問　
職
員
数
1
6
2
人
内
会
計
年
度
任
用

職
員
が
98
人（
60
％
）多
す
ぎ
る
の
で
は
？

総
務
課
長　
会
計
年
度
任
用
職
員
で
非
常

勤
を
除
く
と
50
人（
31
％
）、
今
後
見
直
し

は
必
要
。
要
員
計
画
は
毎
年
の
財
政
計
画

に
盛
込
ん
で
作
成
し
て
い
る
。 

清沢 敬子 議員

村
民
と
の
対
話
活
動
を
活
発
に

答　
声
な
き
声
を
お
聴
き
す
る「
ご
意
見
箱
」を
設
置

問　
新
た
に
「
融
和
集
会
」
が
設
け
ら
れ

「
出
前
村
政
」
と
の
違
い
と
目
的
は
？

村
長　
「
出
前
村
政
」
常
会
・
各
種
団
体

へ
出
向
き
各
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

の
場
。「
融
和
集
会
」
村
中
か
ら
対
象
者

が
集
ま
り
幅
広
い
話
が
さ
れ
る
中
で
、
将

来
の
朝
日
村
を
ど
う
創
る
の
か
、
ど
の
よ

う
な
村
に
し
た
い
の
か
を
話
し
合
う
場
に
。

小
野
沢
防
災
広
場
、
災
害
時
の
設
備

使
用
と
他
地
区
へ
の
設
置
は
？

総
務
課
長　
村
職
員
、
地
元
消
防
団
、
地

域
住
民
が
講
習
会
・
地
震
総
合
防
災
訓
練

時
に
使
用
方
法
・
安
全
管
理
を
習
得
す

る
。
か
ま
ど
ベ
ン
チ
・
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
は
、今
年
度
西
洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
、

令
和
六
年
度
以
降
古
見
・
針
尾
へ
整
備
。

災
害
時
W
i

-F
i

設
備
を
今
年
度
各
地

区
へ
設
置

遊
休
農
地
の
管
理
お
よ
び
発
生
防
止

と
有
効
活
用
は
？

産
業
振
興
課
長　
農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
各
地
域
を
見

回
り
管
理
。
地
権
者
・
耕
作
者
に
草
刈
り

の
依
頼
、
農
地
相
談
後
、
貸
借
売
買
に
繋

げ
る
。ほ
場
整
備
し
収
穫
的
農
家
に
託
す
。

家
庭
菜
園
・
半
農
半
X
等
を
増
や
し
食

糧
自
給
率
向
上
を
図
る
。
農
業
機
械
購
入

補
助
制
定
。
J
A
と
連
携
し
山
間
地
の

遊
休
農
地
で
の
栽
培
作
物
の
研
究
。
地
道

な
努
力
を
続
け
最
善
の
方
法
を
確
立
し
た

い
。

集落支援員主催 団体・サークル間交流・情報交換会

７月に「意見箱」役場交流ホールに設置
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議会
改革

議会運営委員会
議会モニター要綱
一部改正

今年はモニターの負荷低減を目的に「議会モニター要綱」を一部改正し、モニター任期の明確化と会議開催方
法を少し簡略化する事にしました。現在モニター登録が７名です。議会活動に興味を示し、積極的に議会へ意見
具申してくださる方、及び将来的に議員職に意欲を示す方々のモニターへの参加募集を展開してまいります。
住民懇談会は年２回10月と２月に予定しています。議員全員で参加者の皆さんと車座となって議論を深めたい
と考えています。
また議員資質向上をねらいとして、県外のモデル議会への行政視察を実施します。今年は女性議員比率の高い
埼玉県三芳町の議会を予定しております。� 議会運営委員長　清沢　正毅

総務産業委員会報告
６月９日開催の総務産業委員会では、付託された陳
情・請願は無く、「インボイス制度の概要」について
朝日村商工会主任経営支援員の宮本氏に講義をしてい
ただきました。
インボイス制度は中小企業や一人親方などが影響を
受けやすく、対応できないことで、大きな会社から取
引を断られる場合や、廃業せざるを得ない状況になる
可能性もあるとの事でした。今後も商工会等から情報
収集を行ってまいります。

� 総務産業委員長　齊藤 正法

社会文教委員会報告
委員会は６月９日に開催し『介護保険制度の改善を
求める陳情書』を採択した。
審査冒頭、陳情者から度重なる制度改正により、介
護現場は既に限界を感じている。現在検討されている
改定では利用者負担の増加、サービス削減などが見込
まれていると説明を受けた。
委員から制度維持のため利用者負担増もやむを得な
いのではとの意見も出たが、介護制度存続のため「国
庫負担金を増やしていくべき」との考えを地方議会か
ら上げる必要がある。また地方議員は地域住民の声や
思いを関係機関に届けるのが仕事との意見から、陳情
を全会一致で採択した。

� 社会文教委員長　中村 文映

デジタル化検討委員会

ペーパーレス化が本格的に始まる！！
令和３年度、議員の所有するタブレット端末は、会議における
ペーパーレス化、議員活動のための資料閲覧、情報収集、情報伝
達などの使用目的のために貸与されました。６月定例会から、会
議通知・案内はメール配信となり、全協議会資料は全て端末への
配信になりました。委員会資料、報告書を合わせ、今回１人当た
り152枚の紙資料が削減された計算になります。

� デジタル化検討委員長　羽多野 美映
タブレット端末活用へ一歩前進
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議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の

諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

東筑摩郡議長会開催
６月22日に「朝日・山形・筑北・麻績・生坂」の５村で東筑摩郡議長会を開催いたしまし
た。本年、当村は東筑議長会の会長として責任重大な位置付けになります。本年の事業計画
や東筑議員大会、東筑議員交流会の在り方等について集中的に議論を交わしました。会議の
後の懇談会では新しい取組の一つとして、各議会の副議長も出席していただきました。その
背景には、今を取り巻く各東筑摩郡議会の課題の共有や課題解決そして、東筑摩郡の連携強
化を目的に参加いただきました。こうした横との連携を強化し互いに切磋琢磨していくこと
が東筑摩郡の発展につながるものであると確信しております。
本年、議長会会長としてその職務をしっかりと遂行していく所存であります。�（北村直樹）

町村議会初当選議員研修会

県内から 145 名が参加

５月25日長野県自治会館で研修会が開催され７名が参加した。
研修では、「議員として活躍するために」と題し、守ら
なくてはならないルールの中で、全住民を代表していると
いう責任を果たしていくために、身につけなければならな
いことを詳細に学ぶことができた。また、「効果的な議員
活動」とはどんなものか…特に一般質問を中心に、準備、
進め方などの紹介があり、大変参考になった。後半のテーマは「議案の審議について」技術
的な部分にも触れることができ、基礎知識を身につける大変貴重な機会となった。
―議会の担い手は議員・住民・専門家であり、いろんな人を巻き込んで皆で進める住民の
政治参加を目指すことが大切だ―という説明が印象に残った。� （豊田惠美子）

令和５年度 朝日村消防団総合訓練
５月1₄日２年ぶりに朝日村消防団総合訓練が実施された。松
本広域消防局山形消防署員を講師に招き、火災発生時における
現場対応についての講義、規律を含む部隊訓練、分列行進が行
われた。この日は雨天のためトレーニングセンターでの開催と
なり、ポンプ操法は行われなかった。在籍消防団員数134名中
₆₇名が参加。消防団員に相応しい機敏な行動、節度ある動作、

２年ぶりの訓練

礼儀正しい言動、県大会第３位のラッパ隊の吹奏は、団員の士気を高める役割を担う。訓練
している姿に命を守る厳しさを感じた。村民の安心・安全のため、消火活動、災害時予防活
動等、日夜献身的に従事されていることに敬意と感謝を述べたい。� （清沢敬子）

令和５年度　全国町村議会・議長・副議長研修会

全国町村正副議長が集結

５月2₃日に東京国際フォーラムにて全国町村議長会が開催さ
れ、当議会から私と小林弘之副議長の２名で出席し、全国から総
勢1300名の町村議長・副議長が一堂に会しました。研修内容は
「町村議会の課題と今後の展望について」・「町村こそデジタルを
‥住民の為のデジタル活用法」そして「地方議会とハラスメント」
の３つの講義を受講。今年行われました地方統一選挙の動向とし
ては「選挙に行かない＝投票率の低下」「議員にならない・なれ
ない＝議員の条件の悪さ・生活の不安定」など、民主主義の危機

がより深刻化したとお話がありました。その背景には全国の町村議会共通認識である議員報
酬が低すぎるといったことが挙がられます。今回の研修を受け、今後の当議会機能の活性化
に向けた動きの検討。そして４年後の将来朝日村を担う議員の為に正副議長としての役割を
改めて認識することができました。� （北村直樹）
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議会活動日誌

４月
1 土 令和５年度朝日村消防団任命式

ぐるっとまつもとバス出発式
4 火 朝日小学校入学式
5 水 あさひ保育園入園式
7 金 全員協議会

５月
2 火 議員打合せ会
8～9 月～火 初当選議員研修
10 水 議員打合せ会

第４回臨時会（初議会）　 ２P

14 日 朝日村消防団総合訓練　 ₁₁P

16 火 全員協議会
18 木 商工会通常総会
23 火 全国議長・副議長研修会　 ₁₁P

24 水 塩尻・朝日防犯協会連合会定期総会
25 木 初当選議員研修会　 ₁₀P

29 月 松本地域公共交通協議会朝日部会
土地開発公社理事会

30 火 全員協議会・委員会打合せ（議会運営・
社会文教）

31 水 朝日村農業再生協議会総会
総務産業委員会打合せ会

６月
2 金 議会だより編集委員会

空家等対策協議会
長野県町村議長会臨時総会

3 土 小学校運動会
6 火 議会定例会開会　本会議・全員協議会　 ３P

8 木 鳥獣被害防止対策協議会総会
松くい虫防除対策協議会

9 金 常任委員会
議会だより編集委員会
大尾沢林道愛護会御水神祭

13 火 議会定例会本会議一般質問 P4～P8

16 金 議会定例会本会議・全員協議会
行政視察　 ₁₀P

22 木 東筑摩郡村議会議長会第２回臨時総会
23 金 朝日村風食防止対策協議会総会
26 月 社協評議員会

最終処分場連絡会議
27 火 交通安全推進協議会定期総会・交通安全住民大会

防犯協会総会
29 木 行革推進委員会
30 金 商工会との懇談

１年の浪人を経て村議会議員となりまし
た。議会モニターとして活動した約２年の
経験を活かし、朝日村農業の振興や、地域
コミュニテーの強化、活発な議員活動を
行ってまいります。１年目から総務産業委

員長を拝命しましたが、村民の皆さんの負託に応えられる
よう精一杯頑張ってまいります。宜しくお願いいたします。

齊藤�正法

小野沢本郷で生まれ、今また小野沢本郷
で夫と老犬の３人暮らし。『一人でも運転
しなくても年をとっても住み続けたい朝日
村に』『子育て支援の強化』『若者に出番を』
掲げています。子供を育てることは未来に

責任を持つことだと考えて、地球環境を汚さない生活を心
がけています。

豊田�惠美子

この春の統一地方選挙で議員となりまし
た。生まれたのは西洗馬上組ですが、生ま
れてすぐに父の転勤で村を離れ村外で育
ち、八年前から村民になりました。外から
入ってきたからこそ違う観点で見つめられ

る事もあると信じ、皆さんの声に耳を傾け、村の未来に向
けて頑張る所存です。

古池�美佐江

地域の方がつながっていけるよう、みな
さんの声を聞き、思いを真摯に受け止め、
そのつなぎ役を担えるよう、身近なところ
から動いていきたいと思っています。
支えてくださったみなさんの気持ちや声

を忘れずに、取り組んでいきます。
清澤�あゆみ

コロナが５類扱いになり、普通にコミュ
ニケーションが取れるようになりました。
「お互い様と助け合える、誰にとっても住
みやすい、魅力的な村づくり」皆様と共に
創っていきたいと思います。誠実に、真っ

直ぐに、一生懸命に取り組みます。皆様のお声をお聞かせ
下さい。どうぞ宜しくお願い致します。

清沢�敬子

初当選議員の紹介

４年間お願いします
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編
集
後
記

仕
事
の
や
り
が
い
と
は
？
と
問

わ
れ
た
時
私
は
い
つ
も
旅
人
と
石

切
職
人
と
の
会
話
を
事
例
に
出
し

ま
す
。
旅
人
が
と
あ
る
教
会
で
石

を
削
っ
て
い
る
二
人
の
石
切
職
人

に
尋
ね
ま
し
た
。「
あ
な
た
は
今

何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」と
、

一
人
は
不
愉
快
そ
う
な
表
情
で

「
こ
の
い
ま
い
ま
し
い
石
を
削
っ

て
い
る
の
さ
」
と
答
え
、
も
う
一

人
は
表
情
を
輝
か
せ
生
き
生
き
と

し
た
声
で
「
人
々
の
心
の
安
ら
ぎ

と
な
る
素
晴
ら
し
い
教
会
を
造
っ

て
い
ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
の
役
割
は
行
政
の

監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
で
す
が
、
や
り

が
い
は
村
の
発
展
と
村
民
の
幸
せ

づ
く
り
へ
の
貢
献
で
す
！
村
民
の

皆
さ
ん
御
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

 

︵
清
沢　
正
毅
︶

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

清
澤
あ
ゆ
み

中
村
　
文
映

羽
多
野
美
映

小
林
　
弘
之

北
村
　
直
樹

▲
こ
ち
ら
か
ら

　
朝
日
村
議
会
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

監査委員

 中村牧夫さん

　
今
年
５
月
、
監
査
委
員
を
拝
命
し
、
朝
日
村

及
び
各
団
体
の
財
務
監
査
、
行
政
監
査
等
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
監
査
委
員
の
資
格
要

件
や
義
務
は
大
き
く
、
今
ま
で
の
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
の
自
分
が
試
さ
れ
る
場
で
も
あ
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
監
査
の
目
的
は
、
言
わ
ず
も
が
な
で
す
が
、

事
業
運
営
が
村
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
の
事
業

と
運
営
で
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
経
済
的
、

効
率
的
か
つ
、
効
果
的
に
管
理
運
営
さ
れ
て
い

る
か
を
検
査
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
監
査
に
よ
り
改
善

等
を
提
案
し
、
朝
日
村
・
朝
日
村
長
の
目
標
達

成
に
貢
献
す
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
村
民
と
し
て
こ
の
よ
う
な
行
政
機
関
へ
の

参
画
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、「
清
く
、
正
し
く
、
美

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

清
く
正
し
く
美
し
く
‼

去
る
４
月
₂8
日
₂9
日
に
、
針
尾
熱
田
神
社
の

お
祭
り
が
４
年
ぶ
り
に
例
年
ど
お
り
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

₂8
日
の
宵
祭
り
に
は
、
13
人
の
祭
り
青
年
が

手
踊
り
で
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

背中のリボン結びのサラシ

祭り青年のみなさん
「針尾祭り青年―伝統を引き継いで」第17弾

₂9
日
は
朝
８
時
よ
り

針
尾
区
内
を
御
神
輿

を
担
い
で
周
り
、
皆

さ
ん
に
元
気
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
祭
り
青
年
に
密
着

し
ま
し
た
。

宵
祭
り
の
手
踊

り
の
練
習
は
夜
６
時
か
ら
８
回
に
渡
り
行
っ
た
そ

う
で
す
。

曲
は
３
曲
。「
朝
日
小
唄
」「
安
曇
節
」「
浅
間

小
唄
」

踊
り
は
大
太
鼓
に
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
が
、

入
退
場
の
際
に
は
横
笛
、小
太
鼓
も
演
奏
し
ま
す
。

練
習
の
成
果
あ
り
で
４
年
ぶ
り
と
感
じ
さ
せ
な
い

手
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

踊
り
に
は
男
役
と
女
役
が
あ
り
、
男
役
は
「
踊

り
子
バ
ン
テ
ン
」と
呼
ば
れ
る
柄
入
り
の
半
纏て

ん

を
、

女
役
は
青
い
法は

っ
ぴ被

を
着
ま
す
。

背
中
に
は

サ
ラ
シ
で
作
る

大
き
な
リ
ボ
ン

を
結
び
付
け
ま

す
。
こ
の
結
び

方
に
も
決
ま
り

が
あ
り
、
伝
統

が
き
ち
ん
と
受

け
継
が
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
手
踊
り
を
見
に
、
大
勢
の
人
で
賑
わ
っ

て
い
た
熱
田
神
社
で
し
た
。

 

（
清
澤
あ
ゆ
み
） 手踊り


